
  

昭和６０年、関市の新工場では「公害を出さない工場の実現」をテー
マとしてみんなが真剣に取り組み、地元との「公害協定」を定め建設
を開始することが出来ました。



  

関市と近隣坂祝町と結んだ『公害防止協定』は

1. 公害をださない

2. 自然環境を守る

3. 白の作業着で出来る職場環境

4. 重労働から軽作業へ

といった内容で

・ 2直対応が出来る工場を目指して稼動を始めました。



  

キュポラは時間当たりの溶解能力を４トンから、８トンへ拡大しました。



  

造型ラインは、ＳＭ　２ライン　、ＤＩＳＡライン、ＲＭＢライン、ＦＲＭライン
の５ラインで、造型能力　１２トンを確保するライン建設をいたしました。



  

「一人三役主義」と「５分前行動」をスローガンとして、多能工化で
社員一丸となり、たとえ管理職でも、現場作業を行い二直体制に移
行する事が出来ました。



  

高い造型能力に追い付くため、手注湯から自動注湯ラインに変更
し、生産性の向上を行いました。平成２年には、生産量２０００トンを１０
０名で達成する事が出来ました。

創業当時の生産量に比較すると実に１００倍、もちろん生産量は岐
阜県で一番となり、この頃から「ＦＣ小物鋳物日本一」と自他共に認
められるようになりました。



  

二直体制では、ショットブラスト３台で、ショット処理能力　時間あたり
１０トンとし生産性の向上に対応しましたが、昼も夜も検査仕分け作
業に多くの人が必要になり人で不足の時代に大きな負担となりました.

その後、仕分けラインと検査ラインを分けることにより、コストの高い夜
勤での検査作業を無くす事が出来ると同時に、鋳物工場では先進
的なパート職場もできるようになりました。



  

工場から発生する産廃をなくすためにエコ管理棟を建て、鋳造業界
では例が無かった、ゼロエミッションをトヨタ自動車とほぼ同時に達成
することが出来ました。



  

職場環境も国際環境規格ＩＳＯ１４００１で改善され、自然環境を守る
ため、工場の外部環境に至るまでの保護活動と、緑化活動をする取
り組みも始めました。



  

地域で行っている『ホタルを守る会』では、当社も積極的に支援活動
を行っています。

来月のホタルの季節には是非来て頂き、ホタルの群生、乱舞をご観
賞下さい。



  

政府も真剣に取り組み始めた　３Ｒ活動では、省資源　リデュース、
　再使用化　リユース、　再資源化　リサイクル更に、無公害　ポリー
ションフリーに取り組む事により、地球環境を守る活動を展開していま
す。



  

環境活動の成果として「環境三冠」の達成や「元気なもの造り中小
企業３００社」の栄誉と「雇用創出企業１４００社」にも２年連続して選
らばれました。　　　　　　

クリーンファンドリーの企業としてドイツでの環境発表や、ハノーバー
メッセにも日本鋳造協会の推薦で参加してきました。



  

近年「地球温暖化」がさけばれる中、鳩山首相が国連「COP１５」で
表明した「１９９０年から２５％削減」に取り組む日本の役割は、自然
環境を守るため、省エネルギー対策として、原点に戻ることも視野に
入れて考えなければならないと思っています。



  

チェコでは、「時の止まった町」とよばれる町や、１４世紀から変わらぬ
風景が残されており、フランスやイタリアでは町の風景を変えない取組
みも始まっています。



  

日本では、更に古い１２世紀から変わらぬ風景が岐阜県に有りま
す。

「キャップ　アンド　トレードの時代」　CO2排出権取引にも対応するこ
とが出来る企業経営をしたいものです。



  

岐阜県関市で「豊かな海づくり全国大会」が今年の6月に行われま
す。

自然豊かな水が有る国として、日本の自然を大切に守っていこうと
国をあげての取り組みにも参加していきます。
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